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２、学 校 の 経 営 

 （１）本校の教育方針及び教育目標 

【基本方針】 

   本校の教育は、創立以来、憲法及び教育基本法をはじめとする、教育関係諸法令に基づき、人格の完成をめざし、

真理と正義を希求する人間の育成を期して行われてきた。 

本校区は、６０年代初期以降に開発された典型的な近郊住宅地で、集合住宅をはじめ社宅と一戸建て住宅が計

画的に作られ、随所に公園が配置され、子どもたちの遊び場も比較的恵まれた望ましい住環境にある。 

本校教育の推進にあたっては、生涯を通じて自らの成長を図り、社会の変化に主体的に対応できる能力の育成を

めざすことを基本方針とする。そのために、基礎・基本を重視し、自ら学ぶ意欲をもち、主体的に考え、判断し、行動す

る力を育てる教育を推進する。また、人を思いやる心や人の痛みを自分のこととして受けとめることのできる豊かな

人権感覚を育て､個性を生かす教育の充実に努めるとともに、将来、国際社会に貢献できる人物の素地育成にあた

る。 

 

【教育目標】  

よく学び 思いやりのある行動をする たくましい子 
「よく学び」   確かな学力の定着と主体的・意欲的に学習しようとする態度の育成を図る。 

「思いやりのある行動をする」 校名・五常（仁・義・礼・智・信）の精神を生かして行動する力を培う。 

「たくましい子」 心身の健全な発達を図り、最後までやりぬく気概を養う。 

 

【めざす教師像】 

➀子に寄り添う教育（目線は子どもに合わせる） 

②子の可能性を開く教育（心は常に子どもよりも上にあること） 

      ③子どもの心を見抜く力、心の変化に気づく力を身に付けること。 

 

（２）本年度の重点目標と重点課題 

【スローガン】    毎日楽しい学校 

【めざす学校像】  児童が感動し、児童の期待に応える学校 

【学校の使命】    児童が安心して楽しく通える安全な学校づくり 

児童の確かな学力の育成、学力の向上 

【重点目標】 

     自ら学び、自他を尊重し、仲間と高めあえる子の育成      

 

本校では、素直で真面目に、一生懸命日々の学習活動に取り組み、自らの力を存分に伸ばしている児童が多い。一方、

他者を尊重することなく誹謗中傷を行ったり、遊び半分で他者をからかったりしてトラブルになる事案が少なからず発生

している。また、未知の場面、困難な場面に出会ったときに、自ら考え行動することを避け、消極的になったり、殻に閉じこ
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もることも多々見られる。 

本校の教育の目標は、児童が社会においてより良く生きていくために、主体的、自律的、理性的に行動すること、言い

換えると異なる他者と対話しながら、自ら考え、自ら判断し、自ら決定し、自ら望ましい行動をすることのできる児童を育て

ることである。 

そこで、まず民主主義を基盤に自己と他者を尊重する学校・学級経営をめざす。日々の学習活動においては、教科学

力（≒認知能力）を含む児童の総合的な生きる力（≒非認知能力）を高めていく。また、学校での学習と家庭での学習を

通して、見通しをつけて主体的・自律的に学ぶ力を習得させる。児童が自信をもって生き、自己と他者を尊重することの

大切さを学び、仲間とともに大きく成長していくことを支援する。 

本校は、以上のような本校児童の現状、保護者・地域のニーズ、そして枚方市教育大綱の理念を十分に踏まえた学校

経営を行う。 

 

「自ら学び」・・・・・・・・・・主体的・自律的に学ぶ力をつける 

「自他を尊重し」・・・・・・自分の考えをきちんと他者に伝えるとともに、他者の考えを尊重する力をつける 

「仲間と高めあえる」・・・仲間とともに、教科学力（≒認知能力）を含む児童の総合的な生きる力（≒非認知能力）

をつける 

 

枚方市の教育理念（教育大綱より） 

「夢と志を持ち、可能性に挑戦する枚方のこどもの育成」 

〜子どもたちの未来への可能性を最大限に伸ばす枚方の教育〜 

（大綱の抜粋） 

誰ひとり取り残さず、枚方市立学校園で学ぶすべての子どもたちが社会の大海原で自立して生きて行くことができ

るよう、集団生活や職業の体験、地域社会との関わりなど、社会で生きていくための準備の場として様々な体験の場を

提供し、生きる力を育み、未来への可能性をできる限り多く持たせたまま社会に送り出してあげることを枚方市の学校

教育の使命とし、“枚方のこども”を育成します。 

 

重点1 確かな学力の育成 

重点2 いじめ不登校の解決 

重点3 学びを支える学校園づくり 

重点4 生涯学習との連携  

 

枚方市教育委員会の教育目標（教育振興基本計画より） 

学びあい、つながりあい、一人ひとりの未来をひらく 

〜自立、協働、創造に向けた主体的な学びを支え、可能性を最大限に伸ばす〜 
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【重点課題】 下記は学期ごとに実施状況のモニタリング調査を行う。 

（１）基礎・基本の徹底（音読・百ます計算・漢字の反復学習＝朝学習（オビタイム）を実施する。）（主要重点課題） 

   ・反復学習によって全児童の基礎・基本力を高めるとともに、主に学力低位層に対する特に支援が必要な児童に対

する「個別指導」を強化する。 

   ・児童が見通しを持ち、主体的、自律的に学習を進めることを促すため、「五常小検定」を創設実施する。 

（２）『学習指導要領の求める資質・能力』の向上 

   ・過去５年にわたる国語の校内研究言語活動を中心にした授業づくり（校内研究）の蓄積を生かし、主体的・対話的

な深い学びのある授業を実現を教員全員で研鑽実現する。 

   ・自己決定できる子ども主体の学び（自由進度・複線型授業）をテーマに校内研究として取り組む。 

（３）外国語教育の強化（Units of Soundの活用） 

   ・中学とのギャップを最小にし４技能を高めるために、発話力（音声）に着目する。 

   ・ICTを活用することで、児童が自律的に学べるようにする。 

（４）体力の向上 

   ・正しい計測の意義を踏まえ、指導と練習を行った上で、全国体力テストを行う。 

   ・体力テストの結果を踏まえ、体育の時間に敏捷性０００を高める基礎トレーニングの時間を設ける。 

基礎トレーニングの成果を測るテストを実施する。 

（５）Ｑ-Ｕ、学校生活アンケート等を活用した自律的な学級経営 

   ・Ｑ-Ｕは２～６年生で年２回、学校生活アンケートは年４３回、いじめ調査アンケート年6３回実施。 

それぞれの結果（客観的評価）を分析し、主観と合わせ学級経営に生かしていく。 

（６）主権者教育（6年の総合の学習） 

 ・令和５年度６年生の取り組みである「わたしたちの学校安心ルール（案）」（最上位目標である「毎日楽しい学校」

にするために、誰もが同意するやってはいけない行動とこれに対する学校の措置、逆に五常小の児童として望ましい行

動を具体的に明記したもの）を新６年生が引き継ぎ、全児童と全教職員の協働によって作成する完成させる。 

（７）児童の自制律心を育てる生徒指導 

 ・全児童と全教職員が行うルールの作成自体を、発達支持的生徒指導とする。（上記６に関連） 

   ・「わたしたちの学校安心ルール」を事前明示し、児童が自律的に望ましい行動をとるよう指導・支援する。 

 ・「わたしたちの学校安心ルール」を保護者にも周知し、協力を得ながら全教職員揃ってぶれない生徒指導を行う。 

（８）枚方市のめざす新しい支援教育の実現 

 ・「支援学級の担任」「通常の学級の担任」が、どちらも児童にとって「正式な担任」として連絡を密にして協力し、 

最大限個別の配慮を行うものとする。 

 ・支援学級担任を、支援児童の３つの基地機能を果たす者と位置付ける。 

    ※児童にとっての安全基地・安心基地・探索基地機能 

 ・朝の会は、個別の児童の状況によって、支援学級か通常の学級かを選択して行う。 

 ・オビタイムの学習は、その趣旨を踏まえて支援児童に合った形で行う。（通常の学級、支援学級どちらでも良い） 

 ・枚方市及び本校のめざす支援教育について、全ての教職員、支援児童の保護者とも認識を一致させる。 

 

参考）文部省中学・高校社会科教科書 民主主義 〈1948～53〉 「はしがき」から抜粋 

民主主義の根本は、全ての人間を個人として尊厳な価値を持つ者として取り扱うとする心である。従って民主主義は

極めて幅の広い奥行きの深いものであり、人生のあらゆる方面で実現されていかなければならないものである。民主主

義は、家庭の中にもあり、村や町にもある。それは、政治の原理であると同時に、経済の原理であり、教育の精神であり、

社会の全般に行きわたっていくべき人間の共同生活の根本のあり方である。 

  しかし、民主主義は約束だからというのでしかたなしに歩かせられる道であってはならない。それは、自分から進んで

その道を歩こうとする人々に対してのみ開かれた道であり、その人たちの努力次第で、必ず繁栄と建設とに導く道である。 

  全ての日本国民が、ことに、全ての少年少女諸君が、この本を読んで民主主義の理解を深められることを切望する。そ

うして、納得の行ったところ、自分で実行できるところを、直ちに生活の中に取り入れて行っていただきたい。なぜならば、

民主主義は、人間の生活の中に実現された民主主義のみが、本当の民主主義なのだからである。 
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（３）学校組織 

  ①教職員の参画意識の向上 全教職員で行う学校運営 

・企画運営委員会、職員会議、校務分掌等の各組織を効率的に機能させ、全職員が高い参画意識を持って学校

運営を推進することをめざす。 

・学年、学級、支援の枠にとらわれず全ての児童に対し全ての教職員が主体的に関わることとし、教務主任（主

席）・学年主任・分掌の部長等を中心に常に情報共有を図る。上記の学校経営を実現するため、全ての学級に

全ての教職員が自由に出入りするものとする。 

 

  ②企画運営委員会 

・構成は、校長・教頭・教務主任（首席）・学年主任、主事（必要に応じて各部の責任者等）とし、教務主任（首席）

は、議題の事前整理と議事の進行を行う。 

・学校運営に関する事項の企画・立案・検討を行い、最終的に校長が決定する。その責任は校長が負う。 

・（期初期末等を除き）職員会議の概ね５日以上前に行い、学年会において職員会議までに、企画運営委員会で

の内容を全職員に伝えておくものとする。 

・会議を効率的に進めるため、企画を立案する担当者は部会のみならずできるだけ広く教職員の意見を聴取し立

案することが望ましい。 

・担当者は、１週間前までに議題を教務主任に提出する。教務主任は議事の整理を行い、会議の開始・終了予定

時間を告知する。 

・担当者は会議前日までに議案資料を企画・職会フォルダーに提出し、出席者は議案資料を事前に読んでおく。そ

れによって会議での担当者の説明を最小限にする。 

・企画運営委員会出席者以外の教職員も、できる限り資料を事前に読み、意見がある場合は会議前に、担当者も

しくは学年主任に意見を述べておくことが望ましい。 

 

  ③職員会議 

・職員会議は、校長が招集する全教職員による会である。学校運営組織の一つであり、校長の職務遂行上の補助

機関である。 

・主な目的は、企画運営委員会の決定事項を伝達することである。 

・会議を効率的に進めるため、教務主任（首席）は会議に先立って議題を１週間前までに教職員に知らせる。教務

主任は会議の開始・終了予定時間を告知する。出席者は議案資料を事前に読んでおくとともに、学年会で内容

を把握する。それによって会議での担当者の説明は基本ないものとし、説明が必要な場合も最小限にする。 

 

  ④教職員の意見を反映する仕組み 

      ・企画運営委員会での（校長の）決定に対し、合理的な理由を示し異議を表明できる仕組みを設置する。 

・会議後、異議がある場合には、職員会議 2 日前までに合理的理由を付して校長に対し表明できる。ただし、あく

まで案件の骨格部分に限り、運用上の軽微な修正は該当しない。表明できるのは、企画運営委員会メンバー以

外とする。 

・職員会議前日までに、管理職、議案担当者、異議表明者で内容を整理する。校長が異議に合理性があると判断

した場合には、再検討を決定するとともに、職員会議で報告する。 

 

  ⑤校務分掌 

      ・学校教育目標を具現化するための、学校運営を効果的・能率的に進めていくための組織である。 

・主担者がリーダーシップをとって主体的に各分掌を機能させ、学校全体の教育活動の質的向上を図る。 
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・各校務分掌で企画書を作成し企画委員会に提出することにより、円滑かつ有効な学校運営を行う。 

 

  ⑥学年（会） 

     ・小学校における学校経営・学級維持の基礎母体となる。学級の枠にとらわれず学年に関わる全ての教職員で学

年全ての児童を担任することとし、学年主任を中心に常に情報共有を図り、安定した学年経営をめざす。 

     ・以前より教員の年齢構成が低くなってきたことから、学習進度や指導法等も毎週全担任で確認し、学年の学習指

導力を高める。 

   ・生徒指導事案が発生した場合には、学年主任を中心に対応する。なお、その際、生徒指導主担者や教頭との連携

も密に行い、必要に応じて指示を仰ぐ。 

    ・最も身近な同僚という性格を持つことから、各担任とのコミュニケーションを大切にし、教職員の心身の状態にも

心配りを図る組織であること。 
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（４）昨年度の学校評価 

基本 
方策 

項
目 

・本年度の重点目標 ○具体的な取組内容 
（◆活動指標・成果指標を含める） 

□取組内容の自己評価 

確
か
な
学
力
と
自
立
の
力
を
育
む
教
育
の
充
実 

 

校

内

研

究 

  

 

 

基

礎

基

本

の

徹

底 

 

Ⅰ 

C 

T 

校内研の考え方をすべての教科

で活用し、ゴールとつけたい力を

明確にした単元計画・授業に取り

組む。 

Hirakata 授業スタンダードの徹

底 

 

 

 

 

 

 

国語・算数の基礎・基本習得 

英語４技能 

オビタイム（新しい朝学習）の組織

的な実施 

自律的な学習、個別最適化された

学習をめざす 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットの有効活用 

 

 

 

○低中高ブロックで研究授業 

◆成果指標 教員アンケート 

「国語の研究を他教科へ展開した」 

９２％ 

◆成果指標 児童アンケート 

「めあてをしめしている」 ９５％ 

「ふりかえりを行っている」９５％ 

「話し合いで自分の考えを深めた」 

９３％ 

「自分の考えをよく発表した」 

７０％ 

 

○オビタイム＝漢字前倒し・百ます計算・音

読・英語 

◆６月めどにオビタイムの今年度の取り組

み内容とスケジュールを策定。学期に１度程

度の定期モニタリングを実施し、施策の実施

状況を個々の教員と組織で把握、自己改善

サイクルを確立する。 

◆成果指標 １月当該学年配当漢字テスト 

平均９０％ 

◆成果指標 英検５級相当（中学初級）のリ

スニングテスト 合格ラインである正答率４

９％以上の（５，６年）児童６０％ 

 

○日々の授業やロイロノートなどを活用した

宿題 

◆成果指標 学校生活アンケート 

「授業でタブレットをよく使う」 ９５％ 

「宿題でタブレットをよく使う」 ７６％ 

 

 

「他教科への展開」 ９２％ 

 

 

 

「めあてをしめしている」 ９６％ 

「ふりかえりを行っている」９２％ 

「自分の考えを深めた」 ８８％ 

「自分の考えをよく発表した」 ８５％ 

 

① 漢字テストの平均正答率 第１回（10 月）６６．２％ 

第2回（1月）８３．７％ 第3回（3月）の達成トレ

ンドに乗っていると判断 

② Units of sound試行 児童アンケートの結果から

分析 

普段からUnits of soundに取り組めている   ７２％ 

トレーニングの成果を感じている   ７７％ 

もっと海外の人と英語でやり取りしたい         ９０％ 

「聞く・伝える・書く力」を発揮 ８０％ 

→英語「耳」を作れたことで意欲的に取り組むようにな

り、学習指導要領の「ねらい」を達成でき、保護者の支持

を獲得できている。 

 

「授業でタブレットをよく使う」 ９１％ 

「宿題でタブレットをよく使う」 計測無 

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
充
実 

 

学

級

経

営 

 

体

力 

学級経営見える化し、教員が自己

点検するシステムを確立する 

 

 

 

基礎体力、中でも敏捷性・筋持久

力の向上 

○Ｑ‐Ｕ（２回）と学校生活アンケートを活用

する。 

◆成果指標 児童アンケート 

 「授業に集中できる」９０％ 

 

 

○全学年で毎回の授業に基礎トレーニング

（特に敏捷性を高めるもの）を取り入れる。 

◆学期に１度程度の定期モニタリングを実

施し、施策の実施状況を個々の教員と組織

で把握し、自己改善サイクルを確立する。 

◆成果指標 反復横跳びの計測 

４～６年で ５月→学年末比スコア上昇児童

を８０％以上 

6年 ５年の平均回数以上をめざす 

5年 男子３８．７ 女子３６．７以上をめざす 

4年 反復横跳びの方法を知り、 ５年にむけ

て自分の回数を伸ばす 

 

 

 

 「授業に集中できる」８０％ 

 

 

 

 

 

 

 

４～６年で ５月→学年末比スコア上昇児童を８０％以上 

6年 ５年の平均回数以上をめざす 

5年 男子３８．７ 女子３６．７以上をめざす 

4 年 反復横跳びの方法を知り、 ５年にむけて自分の回

数を伸ばす 

教
職
員
の
資
質
と
指
導
力
の

向
上 

教

職

員

研

修 

人権・QU・道徳・オビタイム 

服務研修 

U3研修 

○◆左記研修を行う。 

 

○◆教職経験３年以下の者を主な対象者と

して、身近な教育問題について年３回程度

研修会を開催する。 

 

実施した。 
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学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築 

生

徒

指

導 

組織で動く仕組みの確立 

生徒指導事案の学年（主任）中心

の取り組みを徹底 

○学年主任、生指部長及び管理職へ即時報

告する仕組みの確立 

生指・虐待事案全教職員へ報告・共有 

◆いじめアンケート年６回実施。実施後、担

任、主任及び生指部長が状況把握 

 

◆成果指標 不登校の新規発生数 

 昨年（２名）から減少 

◆成果指標 児童アンケート 

「学校が楽しい」     ９２％ 

 

 

 

 

 

不登校の新規発生数 

入学当初から 1 年２名，それ以外で新規１名 の

計３名 

 

 「学校が楽しい」  9０.７％ 

 


